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Ⅴ．畜産

１．乳牛

１．乳牛 ５０

複数頭の牛がいる牛舎で、近寄ってきた癖のある牛に、後方から、股間に頭を入れら

れ、投げ飛ばされ、大腿骨を骨折した。。

（平成27年 9月上旬 午前10時20分頃、女性・61歳）

事故の概況

牛舎で牛の世話をしているとき、牛が近寄ってくるのが分かったので、振り向くといつ

もちょっかいを出してくる癖のある牛が後から寄ってきて、背後から股間に頭を差し入れ、

突き上げるように投げ飛ばされ、地面に落ちた。

この牛は、一度は売りに出したが、２週間後げっそり痩せて出戻りした牛。とにかく寄

ってくる牛でヘルパーさん等にも注意を促し、みなさんも近づくのを嫌がっていた癖のあ

る牛だった。弱そうな人にちょっかいを出したがる牛。

牛に投げ飛ばされ、落ちたとき、足を捻っていたので、折れたと思った。このままだと、

牛に踏まれると思い、必死になって囲いの外に這い出した。しかし、誰もいなかったが、

すぐに獣医が来ることになっていたので、通路でじっと我慢して待った。しばらくして獣

医が到着、家族に連絡をしてもらい、救急車にて搬送。他の病院でレントゲンを撮り、骨

折と診断。翌日手術。足の両側に金属が入っている。内側に短い金属、外側に長い金属で、

14本のビスで固定された。じっとしていればいいが、ちょっと動かすと痛い。しばらく、

杖をついていたが、6カ月を経過し、杖は必要ではなくなった。大腿骨遠位端骨折、3カ月

入院、週3回リハビリ通院中

事故原因と対策

癖のある牛がいる牛舎だとは知り

ながら、少し安易に近寄ってしまっ

た。以前から、危ないと思っていた

牛であった。弱いと思う人に寄って

くる傾向があった。

単独作業中であった。ちょうど主

人も息子も他の作業で、牛舎にはい

なかった。自宅前の牛舎でも、携帯

電話などを携帯する必要があった。

あまりにも暴走する牛は、処分する

ことも重要な選択肢である。どのような状態でも、このような牛の出現は防げないことが

ある、と奥さんの弁。

人の立っている位置で牛の世話をしていて、背後から来
た癖のある牛に股間に頭を入れられ投げ飛ばされた。
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２．畜産関係の機械

（１）ロールベーラ

２．畜産関係の機械 （１）ロールベーラ ５１

ロールベーラのチェーンにグリスを塗ろうとしていたとき、引っかかっていた麦わら

を取り除こうとしたところ、動いているチェーンに右手の人差指と中指が巻き込まれ、

指切断。 （平成26年 8月上旬 午後6時45分頃、男性・40歳）

事故の概況

麦稈収集作業が終わり、ロールベーラ（可変径式、最大ベール直径1.9m、使用年数3～4

年，中古で購入）の整備を行おうとしていた。いつもはエンジンを止め清掃後、チェーン

等に注油しているが、作業が遅くなったので、清掃点検は翌日にしようと一旦は思ったが、

チェーンにグリスだけ塗っておこうと思い直した。機械が動いている状態でカバーを開け

たところ、チェーンの近くに麦わらが引っかかっているのが目に入り、取り除こうとして

右手を出したところ、人差指と中指がチェーンとスプロケットの間に巻き込まれた。

家族の車で病院に向かったが、処置できず、別の病院に救急車で転送、手術を受けた。

指先を欠損、握力低下、時折痛みが走る。農作業時も以前より能率が低下し、日常生活で

も時折不自由を感じる。右手人差指第2関節と中指第1関節の切断、入院1日、通院1カ月

事故原因と対策

インターロック機構（カバーを開けると危険部が停止する、あるいは危険部が動いてい

る間はカバーが開かない機構）が採用されていなかった。そのため、カバーを開いたとき

にチェーンは回転したままであり、その所へ藁筋を取ろうと手を突っ込んでしまった。

麦稈は特に油を吸いやすく、機械の油切れを招きやすいので、グリースアップをしよう

と思ったが、作業終了が遅くなったので、いつもとは異なる手順で、機械を動かしたまま

整備を行ってしまった。

作業中に自動でチェーンに注油する機能がなかった（被害者が所持するもう1台のロー

ルベーラには同機能があるため、整備時にチェーンにグリスを塗る必要がない）。

藁１本を取ろうと手を出して挟まれる 指切断
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（２）スキャットローダ

２．畜産関係の機械 （２）スキャットローダ ５２

麦稈ロールベールの積み出し作業が終わったので、スキッドローダに付けていたフォ

ークをロールベールに載せて外したところ、運転席に向かって落ちてきて、右膝を負傷

した。 （平成27年 3月下旬 午後3時頃、男性・63歳）

事故の概況

麦稈ロールベール（直径1.6m、幅1.2m）を収納舎からトラックに積み出す作業が終わり、

スキッドローダ（使用年数35年）のアームに付けていたフォーク（80kg位）をロールベー

ルの上に載せて外した。進行方向前方に傾いて見えたので、手前には落ちてこないと判断

し、アームを持ち上げたところ、フォークが手前に向かって180°回転しながら運転席に

落ちてきた。とっさに両脚を左に避けたが、フォ

ークの先端が右膝真横に刺さった。

事故後、痛みもあまりなく、出血も少なく、夕

方まで作業を続けた。軽い傷と思っていたが、意

外と傷が深く、家族の運転で病院に向かった。外

来だったが、事前に電話を入れていたのと、患者

が少なかったため、すぐに診察。医師からは、「あ

と5cmずれていたら膝が割れていた」と言われた。

右膝側部割創、5針縫合、通院4日。

事故原因と対策

麦稈ロールベールを結束しているネットの巻き

数が1.5回と少なく（通常は2回巻き）、保管中にロ

ールベールの形状が崩れやすかった。また、安価

なネットを使っているためか、保管中にネットが

破れやすく、かなり形状が崩れたロールベールが

見受けられた。そのような形が崩れやすい麦稈ロ

ールベールの上にフォークを置いてしまった。機

械が錆びないように、普段から直接、土の上に機

械を置かないようにしていた。

フォークは、先端が直径8mmの円形断面、付け根

部分の対角寸法が40mmの矩形断面、長さが700mmあ

るが、スキッドローダのアームとの接続部の方に重心位置があり、後方に倒れ易かった。

先端は鋭利ではないが、一定以上の力がかかれば人体に刺さりうる形状だった。普段は収

納舎の隣の農機具庫にフォークを始めとする機械類を保管していたが、積み出し作業が続

いていたのと、フォークを置いている場所の奥に置いていた他の機械を出し入れするのに

邪魔になるため、フォークを収納舎に置いてしまった。

ロールの巻き回数は1.5回(通常2回）と少なく、ま
た材質も弱く形くずれのしやすいロールにス
キャットローダーのアームを置いたところ、手前に
向かって180度回転して、運転席に向かってきた。
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（３）ボブキャット

２．畜産関係の機械 （３）ボブキャット ５４

4輪のボブキャットにベールグラブを付けて、水田内にてロールベールした藁を道路

に出そうとしていた。水田から舗装道路に上がる進入路上で、ベールを降ろした瞬間に

機体が後方転倒し、田面まで転がった。 （平成25年10月上旬 午後3時頃、男性・50

歳）

事故の概況

当日、午後2時頃までは、事故のあった水田で藁のロールベール（約400kg）作りをし、

自宅（自宅までは、約4.6km）に帰った。その後、軽トラックと2t車で作ったベールを運

んでいた。なお、ボブキャットもこの車で、現地圃場へ運んだ。

事故時は、4輪のボブキャットにベールグラブを付けて、水田内にてロールベールした

藁を、舗装道路上にいた妻の運転する軽トラックに積もうとしていたが、水田から舗装道

路に上がる進入路上で、ベールをトラックに降ろした瞬間に機体が後方転倒し、田面まで

転がった。ベールは軽トラックの荷台上に載っていた。進入路は傾斜がきついと感じたが、

乾いており、ベールグラ

ブはかなり上に上がって

いた。運転にはとても慣

れていた。この事故でだ

めになったものは、エン

ジンとボブキャットの腕

を上に上げるための油圧

シリンダであった。事故

後は、タイヤショベルで

ボブキャットの車体を起

こした。

シートベルトをしてい

たので、怪我はない。

事故原因と対策

もう少しで雨が降るという時で、人手不足（当日は父と妻がトラックの運転を行ってお

り、息子は作業していなかった）もあり、気持ちの焦りがあった。右の操行レバーを開く

とグラブが開くが、走っているときに緩むことがあった。

現在は、大きくて安定しているタイヤショベルでロールベールを運んでいる。運転は息

子さんが行っている。自分は藁を丸めるのが主体である。また、ボブキャットは、物を降

ろす時に使ったり、狭いところでの作業時のみに使っている。

ボブキャットにベールグラブを付けて、ロールベールを車に降ろした途
端、後方に転倒し、田面まで転がった。シートベルトをしていたので怪
我は無かった。

車
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（４）ミキサーフィーダ

２．畜産関係の機械 （４）ミキサーフィーダ ５４

ミキサーフィダに投入した飼料の混ざり具合を確認後、機械に備え付けのハシゴから

降りたところ、剥き出しのユニバーサルジョイントに衣服が接触し、巻き込まれた。

（平成26年 3月中旬 午後3時頃、男性・25歳）

事故の概況

乳牛の飼料を調製するため、ミキサーフィーダ（縦

軸型、トラクタけん引式、容量6㎥、使用年数2年）

を駆動しつつ、濃厚飼料サイロから飼料を投入して

いた。混ざり具合を確認するためにミキサーフィー

ダのハシゴに昇り、そこから降りたところ、防護カ

バーが失われたユニバーサルジョイントに防寒ツナ

ギの左脚の太腿外側から右脚太腿の前面にかけての

部分が巻き込まれ、顔面を機械に強打。防寒ツナギ

が古かったため、巻き付いた部分が破れ、脱出する

ことができた。口は機械のどこにぶつけたかは

覚えていないとのこと。

機械から脱出した後、口からの出血が酷かっ

たため、自力で自宅内に戻り、家族が病院に連

れて行き、そこで治療を受け、その後、1カ月

間通院した。

事故原因と対策

ミキサーフィーダのハシゴがユニバーサルジ

ョイントに近い位置に配置されており、回転物のあるユニバーサルジョイントとすぐ近く

にあり、設計段階でジョイントと反対の位置に設計変更など検討すべきである。また、巻

き込まれたユニバーサルジョイントのPTO軸は、見た目の回転速度が速く感じられず、牧

草収穫作業で草が詰まると止まってしまうくらいだから、手で強く握れば止めることがで

きるものと思い込んでおり、防護カバーなしで回転していても危険を感じていなかった。

このユニバーサルジョイントの防護カバーが破損・脱落し、完全に剥き出しの状態であっ

たこのジョイントに対して特に危険を感じていなかった。なお、国産農機に使われている

ユニバーサルジョイントの防護カバーの多くは厚さ1.7mmである。一方、輸入機に使われ

ているものの厚さは約2.5mmであり、容易に破損しない強度を有するものに改善される必

要がある。

たまたま、ダブついた防寒ツナギを着ていたため、巻き込まれたが、古くて破けたため、

九死に一生を得た。

ミキサーフィーダーとトラクター昇降はしご
がトラクター側に設置されているが、後方で
あれば今回の事故は無かったと考えられる。

カバーがなく、ユニバーサ
ルジョイントが剥き出し
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（５）ブロードキャスタ

２．畜産関係の機械 （５）ブロードキャスタ ５５

放牧草地で化成肥料の散布中、急傾斜に差し掛かった地点でトラクタが右に転倒、２、

３回転しながら斜面を転落し、左後輪が脱落するなど大破したが、運転者は軽傷で済ん

だ。 （平成27年 5月中旬 午前11時半頃、男性・31歳）

事故の概況

近所の酪農家数件で共同利用している町営放牧草地

（現場となった一筆の面積は約30haで、トラクタ（105

PS、使用年数24年）にブロードキャスタ（スパウト式、

ホッパ容量800L）を装着して化成肥料を散布していた。

登り坂を超えたところで、右方向に急な傾斜が現れた

ため停止したが、トラクタはバランスを崩し、右側方

に転倒し、そのまま2、3回転しながら15mほど

斜面を転落した。トラクタは左後輪脱落、窓ガ

ラス破損、安全キャブ変形、ブロードキャスタ

はホッパが脱落し大破したが、ハンドルにしが

みついていて、軽い打撲だけで済んだ。現場は

起伏が激しく、急傾斜が多い地形。この草地で

作業するのは初めてであった。

逆様になったトラクタから這いだし、異常は

感じなかったが、念のため、携帯電話で家族に

連絡、車で病院へ。検査の結果、背中の打撲と

必至でしがみついたための筋肉痛のみ。

事故原因と対策

安全キャブがあったので軽傷で済んだ。重心位置が低い傾斜地用トラクタではなく、通

常のトラクタだった。また、フロントローダが装着されており、機体バランスが悪かった。

また、スパウト式のブロードキャスタだったため、スピナー式よりも散布幅が狭く、行程

間距離を詰めて、急傾斜が多い放牧地外周部を走行しなければならなかった。

最初に転倒した地点は、草地の外周部であり、傾斜が25°以上はあり、全体的に起伏が

激しく、急傾斜が多い地形であり、通常型のトラクタ作業には適していない。事故現場は

一筆が約30haもある放牧地であり、事前の現場確認ができず、現場の作業は初めてであっ

た。さらに事故の前に降雨があり、草地表面が湿っていて滑りやすかった。

本人はシートベルトをしていなかったが、転倒時にハンドルにしがみつき、車外に放り

出されなかったため、軽傷で済んだ。

被害者の家族や近所の酪農家も同じ放牧地でトラクタの転倒事故に遭っているが、注意

すべき箇所などについての情報が共有できていなかった。

転倒したブロードキャスター


